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はじめに

❶任那との「交通」

❷任那の「官家」

❸任那「日本府」の背景

❹「安羅日本府」の階層構成

❺「任那の調」と「任那復興」

おわりに

　『日本書紀』にみえる「任那」観，とりわけ「官家」「日本府」「調」「復興」など時期を異にして
あらわれるキーワードを，当時の多民族的な国家構成と多元的な相互交流の実態に留意して検討し
た。①「官家」は倭王から土地・人民を封建された国主が，貢納物を貢上することで，その独立的
な支配が「附庸」として許される関係を示す。②「任那日本府」の前提として，雄略期以降に大王
雄略の採用した親百済・反高句麗・新羅路線とは異なる，紀氏（北加耶）や吉備氏（南加耶）のよ
うな独立勢力が存在し，加耶の在地勢力と提携して侵略的な百済に対抗して，反百済・親高句麗・
新羅的な活動をしていたことが確認される。③いわゆる「任那日本府」の構成は多様で，的臣のよ
うな「卿」「大臣」などと表記される派遣使者たる倭臣，吉備臣のような雄略期以来の「在安羅諸倭
臣」あるいは「執事」と表現された人々，および阿賢移那斯・佐魯麻都を典型とする金官国あるい
は加羅国などの在地系の人の三つの集団から構成された。これらが一括して「任那（安羅）日本府」
と表現されたのは，加耶侵攻に対して安羅王とともに親新羅・高句麗的活動をした諸集団を一括し
て，対立的に百済系史料が本来は表現したものである。④「任那復興」とは 532 年の新羅による金
官国の滅亡以降，任那王による間接統治を前提に「任那之調」を納めさせる関係の回復である。「任
那復興」は政策的には任那全域を対象とするものではなく，あくまで新羅に不法占拠された金官国
に限定されたもので，任那全域の問題ではない。これは任那の百済への「属賜」を前提としなけれ
ば理解しにくい。『日本書紀』の認識では，本来は金官国を含めて百済に「属賜」したので，「任那
之調」は百済からのみ貢納させるはずであるが，新羅がこれを不法占拠したので，金官国の四邑に
限っては，新羅からも貢納を要求したと考えられる。
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View of “任那” in the “Nihon Shoki Chronicles” :  
A Public Office, “任那” Immigration, and the Payment of Tributes

官家・日本府・調
『日本書紀』の「任那」観


